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宇都宮市上下水道事業懇話会としての意見について 

 

 

 この度，宇都宮市上下水道事業懇話会は、令和５年度から２年間にわたる審

議検討に基づき，市民のライフラインともいえる上下水道事業の持続可能な推

進に向けて，次に掲げるとおり意見を申し上げます。 

 また，議論の中で各委員から出された意見についても，その趣旨を理解し，

今後の事業運営に活かしていただくよう要望します。 

 

 

  



１ はじめに 

  上下水道事業は，人口減少社会の進展に伴う収入の減少が避けられない一

方で，老朽化が進む施設の更新や自然災害に対する備え等を着実に進める必

要があるなど，事業環境は大きな転換期を迎えています。 

  そのような社会情勢の変化が想定される中で，将来にわたって持続可能と

なる事業の推進を確保するためには，長期的な視点から財政状況を明らかに

したうえで，市民・利用者に事業の内容や経営努力などの理解を深めてもらう

ことが重要であると考えます。 

 

２ 宇都宮市上下水道事業懇話会の概要 

⑴  設置目的 

上下水道は公衆衛生の向上と生活環境の改善に寄与しており，今日の市民

生活や経済活動に欠かすことができない重要なライフラインとなっています。 

そして、宇都宮市上下水道事業懇話会（以下「懇話会」という。）は，本市

上下水道事業における経営及び事業計画等について，上下水道事業管理者とし

て広く意見を聴くとともに、懇話会として経営及び事業計画等について積極的

に意見や提言を行うことを目的に設置されています。   

 

⑵ 開催経過 

  現委員の任期（２年）において，次のとおり６回開催 

回 開催日 内容 

１ 令和 5年 7月 12日（水） 水道・下水道事業の概要，広報広聴事業の概要 

２ 令和 5年 10月 12日（木） 施設見学（松田新田浄水場，川田水再生センター） 

３ 令和 6年 2月 15日（木） 経営分析（令和４年度決算値），令和６年度当初予算 

４ 令和 6年 7月 11日（木） 施設・管路更新など事業の実施状況と今後の取組に

ついて，広報事業について 

５ 令和 6年 10月 17日（木） 経営効率化の取組について，財政見通しについて 

６ 令和 7年 2月 18日（火） 令和７年度上下水道事業会計予算の編成について 

 

 

 



３ 宇都宮市上下水道事業への意見 

⑴  上下水道事業の着実な推進 

   上下水道事業は経費負担区分に基づく独立採算事業として，主に水道料

金及び下水道使用料収入によって運営することが原則とされていますが，

宇都宮市の給水人口及び使用水量は，近年の人口減少や節水機器の普及等

の影響により減少傾向が続いており，収益の安定的確保が難しくなってき

ています。 

このような状況においては，飲用促進など収益の確保に向けた取組や業務

の効率化等による支出の抑制など，引き続き事業の適正化を図ることが重要

であるとともに，安定給水及び適正処理を維持していくため，施設等の老朽

化対策や耐震化などの投資を適切に行い，国等の動向も注視しながら，上下

水道事業を着実に推進していく必要があります。 

 

⑵  安定経営に向けた財源の確保 

   まもなく，宇都宮市の水道事業は給水開始から１１０年，下水道事業は処

理開始から６０年となり，施設の多くが順次更新時期を迎えることに加え，

激甚災害への対応として耐震化も必須となっており，更新等の費用が増大

していく見込みとなっています。さらに，近年の労務単価の上昇や資材価格

の高騰等の影響もあり，財源の確保は喫緊の課題となっています。 

   こうした状況を踏まえ，引き続き，国等からの補助金などの積極的な確保

や企業債の効果的な活用に努めるとともに，中長期の収支見通しをさらに

精査し，その結果を基に，上下水道事業の将来を見据えた財源及び料金のあ

り方について，市民・利用者への影響に配慮しつつ，早急に検討する必要が

あります。 

    

⑶  水道及び下水道利用者の理解促進 

現在，おいしい水のＰＲや上下水道事業の理解促進に向けて，積極的

な広報活動が行われていますが，将来にわたる経営の安定に向け，市

民・利用者が「わがまちの上下水道事業を支える」という意識を育んで

いくことが重要であると考えます。    

そのためには，市民・利用者一人ひとりの声を聴きながら，経営状態

や実施事業，上下水道の安全性などについて，より一層分かりやすく具

体的に説明するなど，双方向のコミュニケーションを図ることによっ

て，上下水道事業への理解と協働を促進していく必要があります。 
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